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この瞬間を共有したい！

〜センス・オブ・ワンダーを伝える言葉

〈世界〉に

ひらかれる



活動紹介 動画

https://vimeo.com/1027868926


ストーリーを つむぐ

〈世界〉に ひらかれる
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ストーリーは

 「つくる」

  のではなく 

    「つむぐ」



「タネ」から「ストーリー」へつむぐ

場・環境

視座・視点

視野

理論・学問

ストーリー



第壱話のエピソードで登場

1. アタッチメント、愛着形成

2. フィジオクラシー（贈与が基点）

3. トラウマ･インフォームド･ケア

4. 学習の3つの歯車

5. 心の器

具体から抽象へ

1. 原理原則、普遍的なものを捉える

2. 共通言語を持って、ケースを検討できる

理論、学問的な思考、視点

贈与

交換

交換

交換





そもそも論〜ストーリーを紡ぐ前に

• 子どもと共に

どのように

〈在る・居る〉か

• どのような前提で

この世界を捉えるか

• 視座、視点、視野

をどう持つか

→コアを捉える







〈世界〉にひらかれる

センス・オブ・ワンダーを伝える言葉



〈社会〉と〈世界〉

〈社会〉

〈世界〉

〈外部〉 〈全体〉

〈無意識〉



〈世界〉にひらかれる

〈社会〉

〈世界〉

里山

馬

海

森
〈経路〉

〈外部〉 〈全体〉

〈無意識〉

子ども

アート
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歌
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郷土芸能





「センス・オブ・ワンダー」を取り戻す

生きる喜びと興奮、不思議を

一緒に再発見していってくれる、

少なくとも一人の子ども

の助けが必要

出典：センス・オブ・ワンダー

レイチェル・カーソン 著

森田真生 訳とそのつづき

すでに大人になってしまった人

間が、忘れかけているセンス・

オブ・ワンダーを思い出すこと

ができるとするなら、



「センス・オブ・ワンダー」って

「知ることは感じることにくらべて半分も重要ではない」

知の弱さは、矛盾を許容できないことである。

【感じる】

嬉しくて悲しい

好きで憎い

【知る】

悲しいのか嬉しいのか

好きなのか嫌いなのか

自力や自分の思考の枠を超えた

自然の大きな働きを前にすると

人の心は、おのずと「ワンダー」し始める。





言葉をどう使うか？〜可能性と限界

言葉にできない〈世界〉にひらくための言葉

– 言葉が直接指し示めせる

のは世界の一部だけ

– 体験を思い出すための言葉

– 言葉を緻密につかう

言葉だけでは手遅れ

– シュタイナーの臨界期説「力→感情→理性」の順



馬と暮らす、物語をつむぐ

1. 日々の世話の繰り返し

2. 常に変化し続ける

3. 応答的なやりとり

4. 自分と相手との間で起こる

5. 目的はあるが今ここ

6. 自分が変わると、相手も変わる

馬になる ×馬の気持ちに…



最近の取り組み

現場で起こっていることをどう伝えるか

周囲へ染み出していくか

（子どもの暮らし丸ごと良くなってほしい）

1. 語る（対話、声で届ける：聴く連絡帳）

2. 綴る（対話を文章に、随筆・論考）

居着かない・常にひらかれてる構え
≒ ネガティブ・ケイパビリティ





対話から文章へ 〜現場の空気感を文章に編み込む



三陸駒舎の情報

三陸駒舎

@kamakoma55

• 馬の暮らし型セラピー勉強会

• 視察、研修

• 馬の里親、ふるさと納税

• ポッドキャスト配信

参考資料リスト



おわりに

• 黍原さんに質問

ストーリーを作っていく際に哲学を具体的にど

のように使うのでしょうか？

• ずばり、センスオブワンダーを伝える言葉とは

なんですか！？

元々の全体会2のテーマ

「共感を生む活動や想いの伝え方」



「全体会1･2」を通して

感性 エビデンス 行動＝×
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